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屋上菜園は日本型都市コミュニティへの道　　　

　日本のコミュニティは西欧型コミュニティとある点で根本的に異なっていると言われています。西欧型は人
と人との関係でコミュニティがつくられますが、日本の場合は人と人との関係だけでなく、人と自然の関係が
日本型コミュニティをつくりあげているとのことです。人と自然の関係の上に人と人との関係が重なっている、
と言ったらよいでしょうか。
　東京のような都市では自然との関係で生きていくのは現実問題として難しいことですが、屋上菜園があれば
野菜、果樹という自然の一部である植物と土に触れることができます。野菜に触れ、土に触れることによって
人と人との関係が生まれ、深まっていきます。その関係が日本型コミュニティ（自然と共に生きる仲間たち）
につながるかもしれない、それも高齢者レベルから・・・そんな期待を抱いています。　　　代表理事　阿部　義通

1.ＪＶＥＣ栽培マニュアル編集委員会・第 5回会議報告

　　11月16日に第 5 回目の編集委員会を開催しました。出席
　者は阿部、阿部延枝、庭野、丸原の4名。今回は阿部が作成
　した屋上菜園総合マニュアルを検討しました。
　①栽培マニュアル②本業貢献度マニュアル③設計マニュア
　ル④施工マニュアル⑤イベントマニュアル⑥屋上菜園「お
　話」テーマ集。完成度は約 70％というところでしょうか。
　次回編集会議でデータ的には完成させる予定です。　（阿部）

４. 竹炭シンポジウム イン いすみ［千葉県］

　　11月25日、千葉県いすみ市の夷隅文化会館で開催された
　シンポジウムに参加しました。250名の方が参加。JVEC   
　が現在屋上菜園で使っている竹炭はこのシンポジウムの主
　催者であるNPO 法人いすみ竹炭研究会から購入していま
　す。竹炭は土壌の微生物を元気にし、またうどん粉病など
　を防ぐ効果があります。　　　　　　　　　　　　　（阿部）

3. 川本町・えごま栽培レポート

　　これは何だかわかりますか？右は土のふるい器で、左は
　唐箕 (トウミ) という、送風機です。ふるいで脱穀後に実と
　一緒に落ちた茎やガクを選別し、さらに唐箕を使い、細か
　なカスを吹き飛ばし、実だけ
　を選別します。昔はどこの農
　家にもありました。エゴマに
　は今も無くてはならない機械
　なのです。　　　　　（柴原）

２. 岩の原ぶどう園見学［新潟県］

　　11月 20 日に岩の原ブドウ園（新潟県上越市）を見学しま
　した。このブドウ園は「日本ワインの父」と言われる川上
　善兵衛氏が 130年前に始めたものです。現在屋上菜園で栽
　培しているマスカットベリーＡは川上氏が人工交配して作
　り上げた品種です。川上善兵衛記念館で遺品を見ながら川
　上氏の先駆者としてのスピリットに胸を熱くしました。そ
　の後でワインを試飲して、山の中腹のブドウ園を見学させ
　て頂きました。　　　　　　　　　　　　　　　　　（阿部）
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□三井住友海上火災　屋上菜園作業
　月４回（月曜日２回／木曜日２回）　 阿部・庭野

　場所／三井住友海上火災ビル屋上（千代田区神田駿河台 3-9）

□墨田区老人ホーム　栽培管理作業及び指導・セミナー
　指導日　月２回 ( 隔週水曜日 )   阿部、庭野
　12 日・25日※　午前9時30分～11時30分
　場所／こまち墨田館（墨田区押上）　※火曜日に指導

□台東区老人ホーム　栽培管理作業及び指導・セミナー
　6日（木）午後２時　栽培管理・実習　　15日（土）午後２時　交流会
　20日（木）午後２時　栽培管理・講習　27日（木）午後２時　栽培管理
　阿部・庭野　　場所／フレスコ浅草（台東区浅草）

□北千住ルミネ屋上菜園作業　毎水曜日　
　5日・12日・19日・26日作業　午前10時～12時
　 阿部・阿部 ( 延 )・丹羽・庭野・藤掛・丸原・森川
　場所／北千住ルミネ ( 足立区千住旭町 )

□遊心「親子一緒に野菜づくり＆自然ふれあい教室」
　土曜日開催《19回目》15日 午前10 時～12 時　阿部・伊藤 
　場所／神田ハゴロモビル（千代田区内神田 1-10-8）
　　　　屋上および５F会議室

□栽培マニュアル編集委員会
　14日（金）午後３時～５時  阿部・阿部(延)・斎藤・庭野・丸原
　場所／神田ハゴロモビル 2F（千代田区内神田 1-10-8）
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JVECホームページは毎月更新されています。会員の皆様は是非ご覧ください。→https://www.jvec.jp/

☆「屋上菜園物語」も
アップされています。

◇北千住ルミネ屋上菜園部会◇
サツマイモ掘り、スナップエンドウ定植

　11 月に入り、北千住の屋上に吹く風も少し肌寒く感
じられるようになってきました。先月に引き続き、新
たな野菜の植え付けや収穫が近づく野菜の世話など、
様々な作業が続いています。ソラマメを植え付ける区
画では、肥料の漉き込み、マルチングシートの穴開け
などの準備をして２週間後ソラマメの苗を植えました。
株と株の間隔は60センチほど確保しています。また、
ダイコン・ミズナ・シュンギクなど成長中の野菜には、
病害虫予防のための「ストチュウ」を散布しました。
スナップエンドウの区画では支柱を使い、囲いを作り
ました。11月 21日、ルミネ保育園の園児がサツマイモ
掘りをしました。今年は形の良いサツマイモが数多く
収穫でき、園児達は大喜びでした。　　　　　　（藤掛）

　三井住友海上火災保険様からの依頼でＪＶＥＣの区
画で、（Ａ）通常の肥料・（Ｂ）通常の１/２の肥料・（Ｃ）
無肥料で栽培実験を行ってきましたが、その結果がはっ
きりしてきました。今後この結果を整理して比較試験
報告書を作成し、三井様に提出することになります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（庭野・阿部）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◇三井住友海上火災（株）屋上菜園部会◇
秋冬野菜栽培中・ＪＶＥＣ試験区栽培結果

　晴れた風のない暖かい日、屋上菜園でジャガイモと
ウコンを入居者の皆さんと一緒に収穫しました。特に
ウコンが沢山とれ、皆さん大喜び。ジャガイモは早速
食べますとのことでした。ウコンはスライスして乾燥
させ紅茶に浮かべて飲んでみたいとの提案が
ありました。ウコンは健康増進に役立ちますからいろ
いろ工夫して摂って頂ければと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（庭野・阿部）

◇墨田区老人ホーム部会　こまち墨田館◇
ジャガイモ、ウコン収穫

　入居者の皆さんが屋上菜園に来られ、菜園で作業し
た時の写真が最上階の多目的ホールに飾られています。
　現在はシュンギクの収穫とミズナの間引きが続いて
います。ダイコンも大きくなってきました。12月中旬
にはダイコンとブロッコリーの収穫を予定しています。
陽当たり抜群の屋上では私たちの予想以上に野菜が元
気に大きく育っています。　　　　　　　（庭野・阿部）

◇台東区老人ホーム部会　フレスコ浅草◇
収　穫

　11月24日は曇りがちで寒い土曜日。屋上のミニ畑で
は野菜たちがすくすく育ち、ミズナとシュンギクの一
部を収穫しました。どちらもえぐみがなく風味豊かで
した。さて春から葉を大きく広げていたウコンをいよ
いよ収穫。バケツ 2 つ分くらいのミニ畑ですが、根に
はしょうがのようなイモがびっしり。収穫したウコン
をすりおろし絞るときれいな黄色の液体に。またウコ
ン独特の香りも楽しめました。次回は12 月半ば、ダイ
コンやカリフラワー、ブロッコリーの収穫予定です。
ハクサイも巻き始めてきました。　　　　　　　（伊藤）

遊心さん＋ＪＶＥＣ
　◇「屋上菜園で親子一緒に野菜づくり＆自然ふれあい教室」部会◇

さつまいも掘りに夢中の子どもたち

そらまめの定植準備

ウコンの収穫すくすく育つカリフラワー

ウコンの収穫

大きく葉を広げ
収穫を待つブロッコリーたち

　の活動報告活動報告11月11月
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